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米国 主要500社の一株当たり利益と増益率

一株当たり利益（左軸）
増益率（前年同期比、右軸）

（予想）

業　種 増益率 業　種 増益率

一般消費財・サービス +7.1 資本財・サービス +7.6

生活必需品 ▲0.5 素材 ▲2.3

エネルギー ▲63.4 情報技術 +4.2

金融 +11.0 電気通信サービス ▲0.9

ヘルスケア +7.2 公益事業 ▲6.6

全体 ▲2.8

2015年1-3月期の業種別増益率予想（前年同期比、％）

原油安、ドル高のマイナス要因を織り込み、今後持ち直しへ 
米国の主要企業の業績見通し 

■今後の増益率の推移をみると、年末に向けて
徐々に上向き、2015年通年では前年比＋1.8％
の予想です。「エネルギー」（通年で▲56％の減
益）を除くと、消費関連を中心に一桁台後半の堅
調な増益が予想されています。原油安やドル高
のマイナス要因は先行して織り込まれ、今後は
それらのプラス面が徐々に増益率を押し上げて
いくと予想されます。 

世界経済の回復と低金利環境の継続により、底堅い増益基調へ 

■来年に向けても、世界経済は緩やかな回復基調
を維持するものと見られます。世界経済の緩や
かな回復を背景に、企業の売上も緩やかに伸び、
底堅い増益基調が維持されそうです。低金利環
境が継続する見通しも、企業の資金調達コスト
や投資マインドにプラスと見られ、また企業の収
益性維持に対する取り組みも貢献し、底堅い増
益基調を支えそうです。 

■トムソン・ロイターによると、主要500社の2015年
1-3月期の増益率は、前年同期比▲2.8％と減益
が予想されています（3月27日時点）。これが実
現すれば、リーマンショック後の景気後退の影響
が残る2009年7-9月期以来の減益となります。 

■原油安による関連企業の業績悪化やドル高によ
る海外部門の採算悪化は、事前予想への織り込
みが進んでいると見られます。また、米国の景気
は製造業を中心に弱含んでおり、決算発表を前
に予想が実態以上に慎重になっているとも考え
られ、今後上方修正が期待されます。 

■業種別には、「エネルギー」の大幅な減益に加え、
「公益事業」、「素材」などで減益となる一方、「金
融」、「資本財・サービス」、「ヘルスケア」、「一般
消費財・サービス」が堅調な増益予想です。 

■「エネルギー」の利益は全体の10％程度を占め
ることから、60％を超すマイナスを除くと、全体で
は一桁台前半の底堅い増益が予想されていると
見込まれます。原油安は昨年半ば以降進んだた
め、前年比の増益率への影響が弱まるのは今
年半ば以降と考えられます。 

1-3月期は前年比▲2.8％ 

実現すれば2009年以来の減益 

業種別に明暗 

原油安の影響は年前半まで 

（注）データは2013年10-12月期～2015年10-12月期。 
   2015年1-3月期以降はトムソン・ロイター集計の予想。 
   主要500社はS&P500指数構成企業。 
（出所）トムソン・ロイターのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（出所）トムソン・ロイターのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

2015年03月19日米国の金融政策（2015年3月） 
2015年03月12日 ドル高を懸念する米国株式市場 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1243343_1951.html
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